



























なくなり，五木村の人口は著しく減少した。熊本日日新聞（2016 年 3 月 17 日，3月 19 日）によれば，
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　そして 21 世紀に入り，川辺川ダム計画は新たな展開を見せていく。ダム計画をめぐる国土交通省，
熊本県，そして地域住民らによるダム計画の是非を論じる公開での検討会議（川辺川ダムを考える住民







討論集会，専門家会議）の開催（住民討論集会 2001 年 12 月 9 日～2003 年 12 月 14 日まで計 9回開催，
専門家会議 2004 年 3 月 27 日～2005 年 11 月 25 日まで計 16 回開催）により，川辺川ダム計画に対する
人々の意識が深まり，その結果，2008 年 9 月，蒲島熊本県知事は川辺川ダム計画の中止を宣言し，そ
の根拠として「生命・財産だけでなく，球磨川そのものが守るべき宝。地域独自の価値観を尊重するこ
とが幸福量の増大につながる」と述べた（熊本日日新聞 2008 年 9 月 11 日）。2009 年に政権の座を獲得
した民主党は脱ダムの象徴として川辺川ダム計画を取り上げ，国政レベルで川辺川ダム計画を中止に追
い込んだ。ただ，川辺川ダム計画はその後も特定多目的ダム法の適用を受けており，正確に言えば，計











2010 年 8 月 30 日）。
　熊本県は五木村の生活再建事業ソフト部門のために 10 億円を基金として，五木村とともに 2009 年度
より「ふるさと五木村づくり計画」を 2018 年度まで実施した。さらに 2019 年度，計画は 5年間延長さ
れている（広報いつき 2019 年 5 月号）。また，五木村の生活再建事業ハード部門について，熊本県は
50 億円支出をすることを 2011 年に表明し，実行に移した（熊本日日新聞 2011 年 7 月 2 日）。五木村は
こうした基金を活用しながら，脱ダムを前提とした村の再生に方針を転換し，事業に取り組んでいるの
が現状である。
　しかし，1959 年 9 月にピーク人口の 6,299 人を記録して以来（朝日新聞 2018 年 9 月 15 日），五木村
の人口は減少を続けており，1965 年 4,981 人，1985 年 2,539 人，2008 年 1,410 人と，通常の過疎化にダ
ム計画による過疎化が被さって，村の人口は減少を続けている（熊本日日新聞 2016 年 1 月 8 日，毎日
新聞 2020 年 9 月 2 日，広報いつき 2018 年 5 月号）。図 3は 2011 年から現在に至る 10 年間の五木村の
人口と世帯数の推移を示したものである。図が示すとおり，人口減少，世帯数減少は止まっていない。
さらに人口減少とともに高齢化も進んでおり，2017 年の高齢化率は 49％と全人口のほぼ 5割に達して
いる（熊本日日新聞 2019 年 9 月 19 日）。
　2020 年 7 月 4 日に発生した球磨川洪水はこうした状況の中で発生した。球磨川流域で 50 人が亡くな
り，人吉市から下流部を中心に甚大な被害が発生した（国土交通省・熊本県 2020）。その中で，球磨川
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流域自治体から改めて川辺川ダム建設推進の動きが出ている。流域関係自治体で構成する川辺川ダム建
設促進協議会は 2020 年 8 月 20 日，「県や国は川辺川ダム建設を含む抜本的な治水対策を講ずるべきだ」
と述べ，「ダムによらない治水」方針との決別を迫った（朝日新聞 2020 年 8 月 21 日）。そして 8月 25
日には蒲島知事が「川辺川ダムも選択肢の 1つだ」と述べ，10 月 21 日に開催した流域住民からの聴取
会後には，「水産（業）を除くと，「ダムによる治水をしてほしい」と明快に言われた」とコメントした




川辺川ダム計画が改めて話題になる 2020 年以前の五木村の人々の意識である。それは 2008 年の蒲島知
事による川辺川ダム中止宣言以降，脱ダムを前提とした村の再生に方針転換して以来，今日まで格闘し





　まず，インフラ整備では，2013 年 3 月 31 日に頭地大橋が完成し，村の中心部の頭地地区と高野地区












泊棟（渓流ヴィラ ITSUKI）の整備）を決定した。五木源パークは 2015 年 3 月 21 日に完成し，子守唄
祭など村の各種イベントで利用されるようになった。また，2019 年 4 月 19 日には宿泊施設「渓流ヴィ
ラ ITSUKI」の落成式が行われ，翌日から営業を開始した。一方，2017 年 4 月 21 日，五木温泉「夢唄」
の隣に五木村歴史文化交流館「ヒストリアテラス五木谷」がオープンした。年間 4万 5,000 人の来館を






差を利用して開催されるようになった。さらに 2012 年，試行的に実施されたバンジージャンプが 2015
年より通年営業を開始し（西日本新聞 2012 年 8 月 15 日，熊本日日新聞 2015 年 3 月 2 日），年間 4,000
人の集客を目標にしている。その他，2018 年 3 月にはフットパスも始まってる。
　もちろん，五木村観光の中心イベントは毎年 11 月に開催される五木の子守唄祭であり，例年 1万人
前後の観光客を集客する。また，2000 年代後半に始まった五木のふるさと新緑まつり（5月）も 2,000
人前後の観光客を集めている。この他，五木村のひなまつり（2月～3月），ホタル観賞会（6月），川
辺川の林間学校（8月），ヤマメ釣り大会 in 五木（9 月），五木谷の秋祭り（11 月），大いちょう祭り
（11 月），宮園の大イチョウのライトアップ（10 月～11 月）等，小さなイベントまで含めれば，年間を
通じて各種イベントが開催されるようになった。
　こうした試みの結果，2017 年度には約 17 万人が五木村を訪れた。蒲島知事の川辺川ダム中止宣言前
の 2007 年は観光客数約 7万 6,000 人，2008 年約 12 万 1,000 人，2009 年約 14 万人と飛躍的に伸び，そ
の後熊本地震の影響等で一時低迷したものの，再び増加に転じたことを表している（西日本新聞 2010






て強度を高めた地元産のスギで造る「五木源住宅」を売り込んでいる（産経新聞 2019 年 8 月 18 日）。
その点では 2017 年，五木源住宅協議会が設立されたことが特筆されよう（広報いつき 2017 年 6 月号）。
五木源住宅協議会は五木村の木材の利用促進を目的としており，同年 8月には五木産木材の利用者を対
象にした「五木源住宅森林バスツアー」を開催した。また，2019 年 4 月 1 日，林業の発展を目指した
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くまもと林業大学校県南校が五木村に開校している。





　筆者らは 2018 年 11 月 9 日（金）～11 日（日）の 2泊 3日の予定で，五木村村民と五木の子守唄祭で
来村した観光客を対象としたアンケート調査を行った。調査は五木村村民，観光客用にそれぞれ作成し
たアンケート用紙を子守唄祭会場の五木源パークで配布し，回収する形で行った。調査員として法政大
学の大学院生 13 人の協力を得た。調査時間は 11 月 10 日（土）11 時～16 時，11 日 ( 日）10 時～14 時





　アンケート回答者は，男性 50 人（42.0％），女性 67 人（56.3％）（3）であった。年齢別回答者数を見る
と（表 1），60 歳～69 歳，70 歳以上がそれぞれ 29 人（24.2％），27 人（22.5％）と非常に多い。ただ，
五木村の高齢化率が約 50％であることを考えると，これでも少ないくらいである。























20 歳未満 18 15.0
20～29 歳 7 5.8
30～39 歳 8 6.7
40～49 歳 11 9.2
50～59 歳 20 16.7
60～69 歳 29 24.2
































5～9 年 5 4.6
10～19 年 22 20.2
20～29 年 6 5.5
30～39 年 9 8.3
40～49 年 14 12.8
50 年以上 40 36.7
合　計 109 100.0
資料）　アンケート調査より作成
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わけではない。どちらも男性が高い値を示しており，女性は「どちらでもない」，「わからない」の値が
大きい。「わからない」は 20 歳未満に多く，小・中・高校生が主に答えている。「中止されてうれしい」
の値が高いのは 20 歳代，30 歳代の若い年代と 60 歳代である。「中止されて悲しい」の値が高いのも 20
歳代，30 歳代の若い年代，あと 70 歳代である。若い世代は意思表示が明確であると言えようか。60 歳
代で「中止されてうれしい」の値が高いのは，若い頃からダム問題に関わり続けながら，五木村の再生
を中心になって担ってきた責任感からであろうか，詳細は不明である。気になるのは「中止されたとは




















全　体 25.0 9.6 27.9 25.0 10.6 1.9
男 34.l 13.6 18.2 20.5 13.6 0.0
女 20.0 7.3 32.7 29.l 7.3 3.6
20 歳未満 13.3 0.0 6.7 73.3 0.0 6.7
20～29 歳 40.0 20.0 20.0 20.0 0.0 0.0
30～39 歳 28.6 14.3 42.9 14.3 0.0 0.0
40～49 歳 27.3 0.0 45.5 27.3 0.0 0.0
50～59 歳 5.3 10.5 52.6 15.8 15.8 0.0
60～69 歳 45.8 12.5 8.3 12.5 16.7 4.2




































　五木の子守唄祭は 2019 年で第 31 回（2020 年は中止）を数える五木村最大のイベントである。上述
したように，11 月上旬の土日 2日間にわたって行われ，2日間で 1万人前後の人がやってくる。会場は
2015 年 3 月に五木源パークが完成して以来，五木源パークで開催されている（図 7，図 8）。今回，ア
ンケート調査に回答してくれた子守唄祭参加村民 125 人のうち，「子守唄祭りには毎回参加しますか」





資料）　筆者撮影（2018 年 11 月 10 日）
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（56.3％），「ない」が 21 人（20.4％）であった。その内容は表 7のとおりである。毎年著名な芸能人が





























































































































































































































（1） 川辺川ダム計画に関わる五木村の様子は，20 年前までは熊本日日新聞編集局編（2001）が，10 年前までは
高橋（2009）が詳しく教えてくれる。
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 Thepurposeof thisreport is toclarifytheconsciousnessof thepeopleof ItsukiVillagewho
havebeen struggling to revitalize thevillage on thepremise of removing thedamsince the
declarationofcancellationof theKawabeRiverDambyGovernorKabashima in2008.Specifically,










 About 90%of thevillagersparticipated in the ItsukiLullabyFestival almost every time.
Regarding the current lullaby festival,manyopinionswereexpressedmainly on “events that
childrencanparticipateinandenjoy”and“increaseinnewprojects”.
 Thevillagers’awarenessofthefutureofItsukiVillageisthattheywantthepopulationtogrow,
thatnaturebeabundant,andthatmanytouristscome.
 Finally,wewillconsidertheregionalrevitalizationofItsukiVillage,suchaspopulationgrowth,
creationofworkplaces,sightseeinginItsukiVillage,ItsukiLullabyandLullabyFestival,relationship
withmountains,villagers’lives,andKawabeRiverDamPlan.
AnalysisResultsofVillagers’AttitudeSurveyandProposal
forRegionalRevitalizationinItsukiVillage,KumamotoPrefecture
TatsuyaITO
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